爆発だらけの宇宙　
京都大学大学院理学研究科　附属天文台　柴田一成
太陽フレア（太陽面爆発）
　　1859年、キャリントンとホジソンが可視光で黒点スケッチ中に発見。
　　1930年～Hα観測、1946～電波観測、1948～X線観測が、それぞれ始まる
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　　　X線で見た太陽フレア　　　　　　　フレアから噴出する高速プラズマ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（プロミネンス噴出）
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フレアの磁気リコネクション説
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2001年4月10日のフレアのHα単色像、


（京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡による）
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黒点近くで発生、磁気エネルギーが原因、大きさ数万km、


水爆数100万個～1億個分のエネルギーが解放される





2005年7月27日のフレアにともなって


発生したプロミネンス噴出（速度～300km/s）


（京都大学飛騨天文台SMART望遠鏡：Hα）


の速度：�秒速数10km～数1000km
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1992年2月21日のフレア


（ようこう衛星軟X線望遠鏡による）


Svestka "Solar Flares" より





太陽フレアは磁場の爆発で発生することがわかった。


しかし、磁場があるとなぜ爆発が起こるのか？


もし巨大フレアが発生したら地球や人類はどうなる？


太陽は星である。宇宙の星々でも類似の爆発はあるのか？








